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【背景】鶴田 

いよいよジオティル計画が動き始めた１９８４年の秋、私と向井さんは米国の著名な宇宙プラズ

マの実験室を訪ねて駆け足の旅行を試みることとなった。１０日で５ケ所の実験室を訪ねてプラ

ズマ計測の技術的な議論をするというものであり、主役は向井さんである。 

 

その少し前に西田先生と名古屋までご一緒したとき車中の会話で国際的にみて日本の宇宙プラズ

マの計測技術はどの辺にあるのだろうということが話題に上った。その時の結論は向井さんのグ

ループは技術的に高いものを持っているが、「自信」が必ずしも十分ではないのではないかという

ことであった。 

 

実力のあるグループが「自信」を付ける良い方法は外の世界も自分たちと似たり寄ったりである

と知ることであろう。というわけで手始めに米国のプラズマラボを訪ねることになった。諸般の

事情でわたくしも同行することになったが、皆多忙な時期で１か所に数日かける余裕は無く午後

いっぱいを一つのラボに当て、次の朝には次の目的地へ移動といった旅行だった。 

 

【記録】向井 

上記のような事は或る程度推測していたが、西田先生と鶴田先生の間の話は初めて知りました。

日程は以下のようにかなりハードだった。 

 

1984 年 10月 14日深夜 Iowa City 着（Cedar Rapids に夜遅く着いて移動） 

10/15～16 Iowa大学； Lou Frank, Kent Ackerson, L. C. Lee 

10/16 深夜 San Antonio着 

10/17 Southwest Research Institute (SwRI)；  

 Jim Burch, Bill Gibson, David Winningham、C. S. Lin 

10/18 朝 Los Alamosに移動。 

10/18～19 LANL；  

 David Young, S. J. Bame, Ted Fritz, Jack Gosling. Bill Feldman 

10/20 Berkeleyに移動。 

10/22～23 UC Berkeley； Forest Mozer, Bob Lin, Jim McFadden 

10/24 Los Angelsに移動、Aerospace Corp.； Koga, Fennell, Blake 

10/25 Seatle 経由で帰国。 

 

議論の最中はメモを取る余裕がなかったので、ホテルや移動中の飛行機の中でその日の出来事を

思い出しながら書いたと記憶している。メモは 1ヵ所あたり数ページ、もちろん手書きで全 28ペ

ージ。ほとんどが粒子計測技術の細かい事で、センサのポンチ絵や議論のポイント、感想など。



各訪問地のサマリーページの抜粋を次ページ以降に添付するが、どんな状況だったか、お分かり

いただけるであろうか？ 

 

その前に、余談を 3つほど。 

１）最初の訪問地アイオワ大学では、ほとんどの時間、Lou Frank がしゃべりっぱなし。最後に

実験室や工作工場を見学、最上階の図書室のような所で Van Allenに紹介された。その時、

かの横柄そうな Frank教授が Van Allen の前では最敬礼していたのには驚いた。 

２）SwRI では Hybrid ICを内作していた。回路方式が固まると、Hybrid化するとの事。日本では

難しいと思ったが、うらやましい限り。 

３）Berkeley に着いた日は土曜日、翌日曜日もモーテルでぶらぶら。そこの主人曰く「あなた方

はここに何しに来たのか？ UCLAとのフットボールゲームがまもなく始まるが、それを見に

来たのではないのか？」 要するに、レンタカーがあったにもかかわらず、2 人とも出不精

なのだろう。お蔭でそれまでの疲れが取れたように思う。 

 

【感想】鶴田 

短期間の訪問など意味がないと考える向きもあるかも知れないが、実際は非常に有効であること

が分かった。理由は、半日から１日なら先方も真面目に付き合ってくれる。たとえ短期間でも共

通の問題を抱えている場合十分な情報の交換が可能となる。ということで凝縮した議論の時間が

持てるのである。 

 

今から３０年も前の話だから私も向井さんも十分に若かったはずだけど、この旅行は結構しんど

かったと記憶している。驚いたことに夕食後「こんな感じでしたかね」とその日の議論のメモを

向井さんから見せられた。昼間の議論の間、彼はメモなど取っていなかったからである。向井さ

んは囲碁の達人だとは知っていたが記憶力のほうも抜群なのか、あるいは昼間の議論が彼の問題

意識にピタッと収まっていたからか。私は後者かなと思っている。 

 

ジオテールプロジェクトで向井さんたちのプラズマ計測機の果たした役割は非常に大きいがここ

で紹介した駆け足旅行もその後のプラズマグループの発展に少しは役に立ったのではないかと思

っている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



［Iowa大学：1日目］ 

 
 
 
 



［Iowa 大学：2 日目］ 

 
 
 
 



［Southwest Research Institute］ 

 
 
 



［Southwest Research Institute］ 

 
 
 



［LANL］ 

 
 
 
 
 



［UC Berkeley］ 

 

 
 
 



［全体的感想］ 

 

 


